
・ＲＹＬＡｒｉａｎ 小栁ゆめかさん

代々木のオリンピックセンターにて、小栁さんの

ＲＹＬＡ修了前のプレゼンを拝見いたしました。笑顔と

元気がとても光り輝いていました。内容も素晴らしく、

今までの公務員の概念を超えて素晴らしい行政

サービスを提供していただけるのではないかと期待

しています。

・６０周年に向けて

今週は、会長職として、３０日に多摩中グループ協

議会の新年会に参加させていただきます。３１日は

消防４団体の新年会に参加させていただきます。気

がつけばあっという間の１ヶ月でした。

来週からはいよいよ２月です。昨年の私は、年が

明けてから７月までの時間をとても早く感じました。

６０周年実行委員会にて次年度の準備を、さらに進

めていただけると大変うれしいです。

第２７２４回 例 会 報 告 ― １ 月 ２８ 日 ―

Ｒｏｔａｒｙ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ

「 無碍の一道 出逢いの奇跡に感謝 」

「ロータリーのマジック」

国際ロータリー会長

ステファニー Ａ．アーチック 週 報
国際ロータリー
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会 長 の 時 間 井 口 会 長

本 日 の 司 会 土 井 Ｓ Ａ Ａ 委 員

ロータリーソング 『 それでこそロータリー』

会 場 ： 多摩信用金庫国分寺支店３階

開会宣言・点鐘 井 口 会 長

〇ソングリーダー ：

田中将太郎会員

・報告

会員のお父様がお亡くな

りになり、会長と幹事でお通

夜に参列し、ご冥福をお祈り

してまいりました。通夜、葬儀

とお手伝いいただきましたメンバーの皆様に御礼申し

上げます。

表 彰 式

◇司会：照木ロータリー財団委員長

◇第１回米山功労者：井口会長

お 客 様 紹 介 井 口 会 長

○岩田 敏雄 様 （東京小平ＲＣ）

○小栁 ゆめか 様 （２０２４－２５年度 ＲＹＬＡｒｉａｎ

国分寺市役所）



ＤＥＩ－Ｂ。Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ（多様性）、Ｅｑｕｉｔｙ （公平性）、

Ｉｎｃｌｕｓｉｏｎ（包括性）、Ｂｅｌｏｎｇｉｎｇ（帰属意識の持て

るクラブに：あなたはクラブに必要）。

残念ながらトランプ大統領は反ＤＥＩ：性別は男性と

女性の２つのみとする。

（３）２０２４月１２月は「疾病予防と治療」月間

ロータリーは世界ポリオデー２０２４の動画配信

（ＹｏｕＴｕｂｅ）を実施した。

①ポリオ概略

・ポリオの治療薬は無く、唯一ワクチン投与で予防

できる。

・１９６０年北海道で大流行し、５，０００名がポリオに

罹患した。

・１９７９年フィリピンで大流行。ロータリーは２１万＄

（２，３００億円）を寄付。

３０億人以上の子どもにワクチンを投与。

②ビル・ゲイツ

・ポリオは家族を破産させ、都市全体を閉鎖し、米国

大統領を車椅子に乗せた。（第二次世界大戦中の

米国大統領はフランクリン・ルーズベルト、３９歳で

罹患した）

・２０２３年：アフガニスタン、パキスタンで１２人まで

に減少。あと少し。少なくとも２，０００万人を感染

させずに済んだ。

・２０２４年：インド ポリオ撲滅１０周年

・暴力的な紛争、気候変動、世界的大流行は世界中

の保健システムを崩壊させた。

・ビルゲイツ財団は年間５，０００万＄（７５億円）を

上限に、ロータリー寄付の３倍を寄付。

・資金調達のみならず、意識向上キャンペーンなど

根絶活動に携わる素晴らしいパートナーである

ロータリーに感謝。

・２０２１年、変種ポリオに対応するため開発した

ワクチン投与を開始。

③尾身さん

・ＷＨＯ太平洋地域ポリオ根絶の立役者
２／６

委 員 会 報 告

【今後の予定】

２０２５年２月４日（火）

多摩信用金庫国分寺支店３階

・１１：００ 理事会

・１２：３０ 通常例会

（イニシエーションスピーチ

吉田圭一郎会員、榎元崇会員）

・１８：００ 第１回炉辺会合（ごなんぼ）

【その他】

Ｊ：ＣＯＭ特別番組「令和７年国分寺市成人式」に協賛

しました。

幹 事 報 告 清 水 幹 事

ロータリー財団委員会 照 木 委 員 長

◇マルチプル・ポールハリス・フェロー

・４回目：近藤会員

・３回目：馬場会員

・１回目：井澤会員、萩原会員、岡田会員

（１）田中靖ガバナーエレクト

の国際協議会壮行会

１月２３日（木）に飯田橋の

ソンブルイユで田中靖ガバ

ナーエレクトの国際協議会

壮行会が開催され、パストガバナーなど９０名が参

加しました。私はロータリーの友２７５０地区代表委

員のため参加しました。

（２）ガバナー月信１月号

ステファン・アーチックＲＩ会長が強調することは、
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１．ＲＹＬＡとは？

青少年指導者養成プログ

ラム（Ｒｏｔａｒｙ Ｙｏｕｔｈ

Ｌｅａｄｅｒｓｈｉｐ Ａｗａｒｄ）とい

います。『リーダーシップを

発揮したい、自分の可能性を広げたい、世界を変え

たい』そんな青少年達の考えを実現するための第一

歩となるのがＲＹＬＡです。ロータリークラブまたは地

区が実施するプログラムで、若い人たちが新しい友

人をつくり、楽しみながらリーダーシップのスキルを

磨きます。

２．ＲＹＬＡでできること

・コミュニケーションや問題解決のスキルを磨く

・学校や地元地域で活躍できるリーダーとなる方法

を発見する

・地元を動かすリーダーによる指導、意欲を高める

ような講演、仲間との交流を通じた学び

・自分の可能性を発見し、行動へとつなげる

・楽しみながら、生涯続く友情を培う

３．ＲＹＬＡの歴史

１９５６年にオーストラリアではじまり、１９７１年に

はロータリーの国際組織であるＲ．Ｉにとり上げられ、

ＲＹＬＡ「ロータリー青少年指導者養成プログラム」と

して位置付けられます。

その後、世界的なプログラムに発展し、１９７３年に

はアメリカで、１９７４年にはフランスで、さらに１９７６

年には日本でも始められました。

４．ＲＹＬＡの目的

・若い人々とロータリアンとの交流

・若い人の指導力と善良な市民精神という資質を

伸ばすこと

・選ばれた指導者の資質をもつ者に訓練の経験を

積ませ、その資質の発展と向上を奨励し援助する

◇ＲＹＬＡの概要説明：藤岡委員

ＲＹＬＡｒｉａｎ報告会

岩田様（東京小平ＲＣ）：本年

も宜しくお願いいたします。

井口会長・清水幹事：ＲＹＬＡ

報告会にて小栁ゆめか様の

スピーチを会員の皆様と共有

できることを楽しみにしております。小栁様どうぞよろし

くお願いいたします。藤岡会員：ライラリアンの小栁ゆ

めか様によるＲＹＬＡ２０２４受講報告を楽しみにニコニ

コします。森会員：年令７５歳になり今ゴルフ前から打て

るようになり、４勝したのでニコニコです。

ニコニコボックス 井 澤 委 員

出 席 報 告 井 澤 委 員

会員数： ４３名 免除： ３名 メーキャップ済： ２名

欠席： ０名 出席率： １００％

・中国の１９９０年はじめはポリオだらけで、２０００年に

根絶を目指した。ベトナム、カンボジアも同様。

問題は資金調達。ロータリーが１億円寄付した。

これが呼び水になり政府、企業が出資を始めた。

ロータリーに感謝。

（４）財団室ニュース１２月号（２０２４年）

①２０２３年２月６日、トルコ、シリアで８０年ぶりマグニ

チュード７．８の大地震が発生。

５万人以上が死亡、１０万人以上が負傷。１００万

人が家を失った。ロータリーは支援を続けている。

ロータリー財団災害支援基金に寄せられた寄付は

２７０万＄（４億５００万円）。グローバル補助金は

１４０万＄（２億１，０００万円）

②野生型ポリオウイルスによる症例数

・２０２５年１月１日～：計７８件（パキスタン５５件、

アフガニスタン２３件）

・２０２４年：計１２件（パキスタン６件、アフガニスタン

６件）

ポリオはあと少しでなく、増えています。今後も

ポリオ撲滅の活動継続が必要。
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◇ＲＹＬＡ２０２４に参加して：

小栁 ゆめか 様

私のＲＹＬＡ２０２４での経験

談と、そして、そこで得た私

自身の夢についてお話しい

たします。

私は、ＲＹＬＡ２０２４に参

加させていただきました。そこでは、さまざまな他の

参加者との出会いがあり、中には、大学生ながら起

業している方などもおり、私にとって、とても刺激にな

りました。

私は３日間で全ての方とお話しできました。その中

で、特に印象深かったできごとがあります。私は、過

去の自分自身を振り返るというテーマの講義で２人

の大学生の男の子と一緒になりました。

そのセッションで、私は生まれ育った国分寺への地

元愛を話したところ、２人から意外なほど驚かれまし

た。理由を聞くと、２人とも、地元愛を感じたことはあ

まり無いというのです。１人は、両親の仕事の都合で、

今まで日本各地や海外を転々としながら育ってきた

子でした。その子は、そこで出会った人への愛着は

あれども、土地への愛着というものはピンとこないと

話してくれました。

もう１人は、生まれ育った場所が埼玉県の川口市

でした。川口市には、今外国人が増えすぎてしまって

いて、どんどん日本人が転出してしまっている状況な

のだといいます。知っている人も減って、町も前より

汚くなってしまって、もう今となっては、そこは自分の

地元とはあまり感じられない場所になってしまったと

彼は話してくれました。

そして、２人は、「自分の生まれ育った町を大切だと

思えることは貴重な事で、あなたの経験から得られ

た個性だと思う」という内容を言ってくれました。

私はこれまで、自分の地元愛を人に語ることが少し

気恥ずかしいことだと思っていたのですが、この経験

を経て、自分の個性として、この価値観が愛おしくな

りました。気恥ずかしい気持ちは無くなりました。

・参加者が自分達の地域社会に奉仕する為の関連し

た技術、知識あるいは人間関係等を学ぶ

【ロータリークラブがＲＹＬＡに参加する意義】

１．未来の担い手を育てる

地域や世界の課題に取り組むために、多くの若い

リーダーが求められています。ロータリーの五大奉仕

部門の一つである青少年奉仕は、リーダーシップ育成

を通じて若者の成長を促すことを重視しています。

ＲＹＬＡは、地元の有望な若者を育て、青少年奉仕を

実践する機会となります。このような支援を通じて、若

者たちの意見を形づくり、行動に移すためのスキルを

磨くことができます。

２．つながりを築く

ＲＹＬＡはロータリーの若い参加者が互いにつながり、

協力しあう絶好の機会です。ロータリー青少年交換の

留学生、ロータアクトにも参加してもらい、このようなつ

ながりを促します。ロータリーについて学びながら、社

会貢献をめざす仲間たちと出会うことができます。

３．参加者の基盤を広げる

多くの若者にとって、ＲＹＬＡはロータリーとの初めて

の接点となります。国際ロータリーの推定では、毎年５

万人以上がＲＹＬＡを通じて初めてロータリーと接点を

持ちます。つまり、ＲＹＬＡは若いリーダーと関われるだ

けでなく、ロータリーとの生涯にわたる繋がりを育む素

晴らしいチャンスとなります。ロータリーを通じて得られ

るさまざまな機会についてＲＹＬＡ参加者にしつかりと

理解してもらい、参加者の年齢や目的に応じたクラブ

ヘの入会を勧めましょう。

【スポンサークラブの役割】

①受講生の発掘と面談および推薦

②受講生の受講料の負担

③式典への出席

皆さんこんにちは。小栁ゆめかと申します。本日は、
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自分に何ができるのかもわからないまま配属された

部署は課税課住民税係。今現在まで６年間その部署

に在籍しております。

国分寺。私は小さい頃から、このまちのたくさんの

人に支えられて生きてきました。実家の直売所に来て

くれる近所のおばちゃんたちに、とっても可愛がっても

らった幼少期。地元の友達と毎日遊んだ小中学生時

代。市役所に就職してからも、職員やお客さんも含め

て、国分寺の人たちはいつも優しかったです。国分寺

は私にとってそんな温かい思い出がいっぱい詰まっ

た大切な町です。

そんな町が褒められると、私は自分のことのように

嬉しく、反対に、けなされると腹が立ちます。少し大き

い言葉で言うと、それはまさに、国分寺が既に私の１

部であるからだと思います。

今回のＲＹＬＡのテーマ、それは「人生を輝かせよ

う！」でした。私はこの３日間、自分にとってそれがど

ういう事なのかを考え続けました。

自己分析、マインドフルネス、ロジカルシンキング、

グループワークなどの講義で様々な参加者の方と関

わるうちに、私は、「私にとって、私の人生の一部が

国分寺なのであれば、国分寺を輝かせることこは自

分の人生を輝かせることに繋がる」と気づきました。

ですが、私は国分寺市役所で働く中で、私は街を輝

かせるのに障害になっているものがあるんじゃないか

ということも感じています。その障害は、市民を幸せ

にする存在であるはずの国分寺市役所自身です。

それを実感してしまったできごとがあります。私は課

税課で働きながら、もっと地元の人と関わりたいとい

う思いがあり、２年前に、市がやっているまちづくり人

材を育てるワークショップに参加していました。その中

で、私はある女性と知り合いました。

彼女は元々、東山道（国分寺市役所新庁舎前の

道）のあり方を考えていました。広くて、駅からも近く

て、人通りもある。しかし何に使われていることもない

このように、他の参加者との交流によって自分の価

値観を客観視でき、新たなアイデンティティを発掘で

きた事、これが、わたしがＲＹＬＡで得られた最も大き

な経験です。

続きまして、私自身の夢について話をさせていただ

きます。

ＲＹＬＡでは、世界で活躍する起業家の方のお話や、

世界での活躍を目指す同世代にたくさん出会いまし

た。そうした結果みつけた私の夢は、広い世界をこの

手で変えること！！！！…にはなりませんでした。私

の夢は、やっぱり国分寺にあるんです。その夢とは、

国分寺市をもっと一人一人の個性が輝く街に変える

ことです。

ＲＹＬＡを経ても、一番身近で小さな地域社会を変え

ていきたいと思った私の夢の原点から、お話しをさせ

ていただければと思います。

私が国分寺をもっと輝かせたいと思った最初のきっ

かけは、とあるヒーローです。皆様はヒーローと聞い

て何を思い浮かべますでしょうか？アンパンマン、ウ

ルトラマン、戦隊ヒーロー、プリキュア…時代と共に移

ろいつつも、ヒーローと言う存在は、いつも私たちに

夢を与えてきてくれました。私も多くの皆さんと同じ様

に、とあるヒーローから夢と希望を与えられたんです。

それは、中学生の時に出会った仮面ライダーＷとい

うヒーローです。このシリーズは、風都という架空都

市が舞台です。探偵業を営む２人の主人公が、街で

起こる事件を解決していくストーリーで、日本や世界

ではなく、主人公が生まれ育った風都というひとつの

町を守る物語である点が大きな特徴です。

自分にとって１番身近で大切な存在をまっすぐに

守っていこうとするそのまなざし、情熱、生き様は、そ

れまで夢のなかった当時１２才の私の心を打ちました。

かっこいい！！私も、自分のまちを守っていきたい！

そう感じたんです。

そんな憧れを抱いて、国分寺市役所に就職しました。



国際ロータリー 第2750地区 多摩中グループ

東京国分寺ロータリークラブ
会 長 井口 朗 幹 事 清水 裕二

会報委員長 白石 二人 副委員長 谷田 徹成
事  務 局 東京都国分寺市南町3-20-3 国分寺ターミナルビル8階

Tel. 042-322-6480
編集 ・ 印刷 （株）ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ 国分寺市本町3-8-12

Tel.042-320-5601

URL: https://www.tokyokokubunjirc.org/

６／６

色んなアイデアを出して、それを真剣に実現させる。そ

れによって生まれるまちの魅力って無限にあるんじゃな

いかとも思うのです。

職員の意識改革を行い、今よりもっと、市民と行政の

距離を縮めていきたい。そして、あんな悲しい目をした

人を１人でも減らしたい。それが私の夢です。きっとそ

の先に、個性の輝きあふれる街の実現が目指せると思

うからです。私は行政と市民の架け橋となり、この夢を

絶対に実現させます。

私はＲＹＬＡ２０２４で、たくさんの友達を作ることができ

ました。また、国分寺市を良い街にしたいと思った自分

の原点を振り返ることができました。さらに、国分寺が

好きだと再認識し、それを自分の個性として誇れるよう

になりました。そして、私にとって人生を輝かせる事は、

国分寺市を輝かせることだと決意する事ができました。

ＲＹＬＡに参加するまで、私の夢は今よりも漠然とした

ものでしたが、この研修で私は自分の夢をこうして言葉

にする事ができました。研修中、いつも優しく助けてくだ

さった藤岡様、そして、ご支援、ご推薦いただいた東京

国分寺ロータリークラブの皆様に改めて御礼申し上げ

ます。

最後に、これから、国分寺市、そして東京国分寺ロー

タリークラブ様および私自身が未来に向かってより良く

進化していきますよう、願いを込めて、最後は私の原点

であるヒーローのこの言葉で締めくくらせていただきま

す。

「変身！！！！」

道が、彼女はもったいなく感じたそうです。「どうせな

ら、マルシェなどの楽しいイベントを開き、あの場所

を人が集まる素敵な空間にできないか。」彼女はそ

う考えていました。しかし、市文化財の保護の部署

がそれに大反対しました。

「あの道は文化財であり、現状のまま静かに保護

すべきものだ。イベントを開く事は認められない。」と、

彼女は言われてしまいました。彼女は諦めず、資料

を用意して頑張って働きかけました。結果、一度

チョークアートのイベントを実現させることはできま

したが、それっきりです。彼女は疲れてしまったと

言っていました。最初は輝いていた彼女の目が、疲

れちゃったと言った時の目に変わってしまったのが、

私には本当に悲しかったです。

私も国分寺市民であり、市役所職員でもあります。

両方の立場がわかるんです。職員の方が言うよう

に、できないことは存在するし、ルールは守らなけ

ればなりません。それが大原則です。でも、あんな

に町を良くしたいと思ってくれた彼女の気持ちを、で

きる事なら私自身がもっと助けてあげられなかった

のか。私は今もそのことを悔やんでいます。

私は地域で自分の個性を生かしてこういうことが

やりたいんだ、と言う人がいたときに、目的は？規

模は？本当に誰にも迷惑がかからない？と管理し、

制約で縛る行政と戦うことに疲れてしまう人たちを、

私は地域での活動の中で他にも見てきました。

地域社会の幸福を実現するために、私ができる事

はなんだろう。と、私は考えました。

市役所の中にも、色んな人がいます。市民のやり

たい事に対しても規則を徹底し、管理して、安心安

全を守る。新しい事はやらずに今まで通りやってい

くのが１番無難！という立場。私はそれも間違いで

はないと思います。

でも、まちの魅力創出に繋がることにおいてはどう

でしょうか？市民と行政が一体となって、規則の範

囲内で、どうやってみんなを幸せにできるかを考え、
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